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ひとりひとりが輝くまちに 第 18号 

 
市議会議員 5年目の 

高野辰代です。 

QRコードは“たつよ

新聞公式ライン”で

す。これまでの新聞が

見られます。 

－ 18 号は、こんな内容です。－ 

1 ページ：6 月議会 たつよの一般質問（1） 

2 ページ：6 月議会  〃 （2）・（3） 

3 ページ：施政方針資料より R7 年度新規事業紹介 

たつよ物語「15.新人議員のスタート」 

4 ページ：市政を身近に（条例改正等・ウエルカムク

ッキング・議会トピックス・編集後記） 

6 月議会をご報告 
6 月議会の正式名は「第 2 回定例会」 

です。令和 7 年の 2 回目の議会なので第 

2 回定例会となります。 

改選後初めての議会で、議員番号も 3 番 

から 4 番、座席も 1 つ右に移りました。 

条例改正や市長選挙後の事業予算をもりこんだ補正予算、意見書請願等が審議されました。 

（6 月議会の詳細は 8 月 1 日発行の議会だより「声のかけ橋」をご覧下さい。） たつよ一般質問映像 

★今回の私の一般質問は 3 つ 

一般質問は、議員が政策提案できるチャンスでもあり、市民の困り事 

を解決する手段でもあります。右 QR コードで映像がご覧になれます。 

テーマ 1. 空き家対策について 
（1）令和 6 年度に実施した空き家調査結果について 

（2）利活用の可能性のある空き家の対応について 

（3）危険空き家としての対策が必要な空き家の対応について 

（4）空き家予防的なことは実施しているのか 

答 弁 要 約 
(1)市内にある推定空き家 2,010件のうち、危険空き家とされる Dランクは 142件（7.1％） 

（2）2月に、今後の利活用に関するアンケート調査実施。 

（3）近隣住民から相談があった場合に所有者や相続関係者を特定して適正管理を促す文書を発送。 

（4）市報等を活用し、庁内関係課と連携しながら積極的に情報提供や啓発活動を行う。 

質問の主旨：市内を回ると空き家が目立つ。特に、通学路に面した危険な空き家につ

いてどうにかならないかとの声もいただいた。空き家が負の財産にならないように、

予防についても必要である。昨年度、市が空き家調査を実施しているので結果と 

今後の対応について伺った。 
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私からの再質問 

空き家の調査結果ランク別数は？  
A:  問題なし 366件 

 B:  小規模改修必要 1,242 件 

C:  倒壊の可能性なし 利用支障あり 260件 

D:  倒壊の可能性あり 利用困難   142件 

 

 

 

＊危険空き家でも、

相談がないと文

書は発送できな

いとのこと 

 

私からの提案 
・空き家予防対策として 

「住まいの終活」を呼び掛けてはどうか。 

・子育て世帯で部屋数が必要な方に市

が空き家を活用して改修し貸し出しで

きないか。 

mailto:tatuyojimushiyo@jcom.zaq.ne.jp
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テーマ 2. 獣害対策について 
猿の農作物への被害が発生している。獣害被害全体の現状について、また、ICT を活

用したスマート獣害対策についての取り組みが始まっているが本市の状況につい

て、ジビエを市の活性化の資源に発展できないか伺う。 

（1）獣害被害の現状について 

（2）猿の生態調査について 

（3）スマート鳥獣被害対策について 

（4）ジビエの利用拡大について 

答弁要約：（1）4年度 16ha 2000万円、5年度 12.5ha 1500万円、6年度 18.3ha 2200万円 

 （2）県が令和 5年度から 3年間で調査を実施、本年度終了。結果を踏まえ被害対策を研究する。 

 （3）遠隔操作型の大型捕獲檻や長距離無線式パトロールシステムなど ICTを活用した捕獲装置 

を県から借りている。 

 （4）加工所に持ち込んだとき 2,000円の上乗せ補助をしている。 

学校給食へのジビエ提供の負担金を予算化 

私からの再質問・提案 
・令和 6年度のジビエ利用割合は？ 

     イノシシ 4605 頭中 23 頭（0.5％） 

     シカ   3217頭中 63頭（ 2％） 

・現在ジビエ加工所は、市内に 3カ所 

加工所を増やすための補助復活 検討を。 

テーマ 3. 第 4 次キラキラこどもプランについて 
子ども・子育て支援事業計画（キラキラこどもプラン）は、5 年毎に改定され、4 月 

から第 4 次計画がスタートした。新規事業等について伺う。 

（1）「こどもの居場所づくり推進」について 

（2）「こども誰でも通園制度」の該当者について 

（3）父親支援の現状について 

答弁要約： （1）学校や家以外の子どもの居場所となる児童育成支援拠点の開設、子ども食堂 10カ所 

（2）保育所等に通っていない 0歳 6ケ月から満 3歳未満が対象 （再質問：何人？ 答：約 50人） 

（3）妊娠期間中に、個別にパパママ教室を開催し、父親の育児参加を支援する取組をしている。 

質問の主旨：国の調査で子どもが生まれて 1 年間に精神的な不調に陥る危険がある 

と判断された父親の割合は 11％で、母親と同水準。男性の育児参加が進む中「産

後うつ」になるリスクがあるという報告がある。現状を伺った。 

私からの情報提供 
・獣害対策は、地域づくり（一人ではむり）。 

・ICT利用でかなり獣害対策の成果もある 

うれしいお知らせ 

清川駅で、Iターンの若いママがジビエ料理

の提供を検討中（秋頃オープン） 

紹介議員となった意見書は採択されました。 

「地方財政の充実・強化を求める意見書採択に関す

る請願書」は、自治労の研究センターからの請願で、

国に来年度予算で地方自治への予算配分をしっか

りしていただくよう意見書を議長名で提出します。 

ジビエは、高たんぱ

く、低脂肪、鉄分が豊

富で栄養面でもおす

すめの食材 

補正予算 資料館収蔵庫 実施設計予算 可決 

昨年の当初予算で、説明不足で反対された予算

ですが、議会開会前に、担当課から基本構想の説

明と現地での説明も丁寧に実施され、補正予算は

可決されました。 
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4 年前の 4 月に初めて当選証書をいただき、いよ 

いよ議員としての仕事がスタートしました。5 月 

の臨時議会で、所属する委員会等が決まります。 

市政を 3 つにわけて担当する常任委員会（総務・ 

厚生文教・産業建設）は、1 期目は、厚生文教常 

任委員会に所属し、特別委員会（広報編集・議会活性化）は、議会だ 

よりを担当する広報編集特別委員会に所属しました。個人とし 

ての活動「たつよ新聞第 1 号」を 2021 年 5 月 17 日に発行 

し、臨時議会のお知らせをしました。 A4 の両面でした。⇒ 

たつよ物語「15.新人議員スタート」2021 年 4 月～

シリーズ 

 

 

6 月議会で、政策予算が計上されました。

＊施政方針とは、年度初めに市長が示すもので、1.市政運営の基本方針、 

2.予算編成の基本方針からなっています。本来なら 6月議会の一般質問の 

締め切り前に議員に提示があると一般質問の内容として活用できるの 

ですが今回は、遅かったです。市のホームページからご覧になれます。 

・サウナボックス制作事業・・・市内外のイベントにおいてサウナのまち 

PR（軽トラックで運搬できるサウナボックスの作成） 
 

 ・健康増進事業（健康課題解決支援事業委託料）・・・青壮年期の健康課題である糖尿病予防対

策として、運動習慣定着を図る。個別運動プログラムによる実践指導実施。 
 

 ・地域医療推進事業（救急安心センター事業負担金）・・・電話による相談で、適切な対処方法

や医療機関受診・救急車要請の要否について助言、希望で医療機関を案内する。 
 

 ・重層的支援体制整備事業・・・複雑化・複合化した課題に対し、分野を横断し一体的となって

取り組む。 
 

 ・児童育成支援拠点事業・・・生活習慣の形成や学習のサポート、進路の相談、食事の提供。 

 ・医療的ケア児在宅レスパイト事業・・・負担軽減を図るため、保険適用を超える利用や医療保 

   倹適用外の自宅外での訪問看護サービスを提供。（レスパイトとは：休息・息抜き） 
 

 ・窓口キャッシュレス・・・手数料等の公金を現金以外（キャッシュレス）で支払える仕組み 
 

 ・外国人材受入・共生事業・・・日本語ボランティアが外国人市民と地域のコーディネーター役 

   となれるようようスキルアップを図る。 
 

 ・資料館運営事業・・・三重体育館を資料館収蔵庫に改修するための耐震診断や実施設計実施。 
 

 ・電気式生ごみ処理機購入補助事業・・・2 万円を上限に補助、25 人分の予算化（50 万円） 

   ＊予約の申し込みをしたのち、購入し、補助申請する。ホームページと 8 月市報で周知。 
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改選後、初めての議会が閉会しました。 

一般質問は、私を含め 7人の議員でし

た。今回の私のテーマは、これまで、地域

を歩いていただいた身近な問題に、新し

い情報や、取組例など勉強して望みまし

た。7月は、議員研修や、県下の女性議

員ネットワークの活動や研修もあります。 

研修の成果を還元できるように頑張りま

す。今年も暑い夏を迎えておりますが、 

みなさまも体調管理にくれぐれもお気を

つけください。9月議会は 9月 1日から

開会で一般質問の締め切りは 8月 28

日です。皆様の声をお待ちしています。 

 

議会の動き 
改選後は、議員数 16名。 

3つの常任委員会がそれぞれ 5名。 

私は、産業建設委員会に所属しました。特

別委員会は、議会活性化委員会の委員長

となりました。早速、活性化委員会の主催で

6月 25日に「豊後大野市議会基本条例」に

ついて全議員で研修をしました。 
 

・市のホームページで議会録画の 

見たいところをいつでも見れます。  
豊後大野市→豊後大野市議会→議会中継→

（会議名で検索する・議員名で検索する・ 

用語検索もあります。） 

あんなこと 
こんなこと 

 
（一般会計）

☆今回の条例改正等の一部を紹介します  

・豊後大野市体育施設条例の一部改正 

  豊後大野市多機能型武道場の設置   

料金（市民）武道場 1時間 1面 160円（冷暖房利用時 500円加算） 2面 320円（冷暖房加算有） 

      アリーナ 1時間 半面 520円（冷暖房利用時 840円加算） 全面 1,040円（ 〃 ） 

      待合室  1時間 1室 100円 

・財産の無償譲渡・・・緒方町馬場 旧俚楽の郷伝承体験 

館南側市有地 

・財産の取得・・・・清掃センター中継輸送車両 ２台 

           高規格救急自動車 １台 

・市道路線の廃止・・・高市停車場線 （県に移管） 

・補正予算一部紹介 

  ケーブル TVで「ガチトリニータ」を放送（１９８千円） 

  サブチャンネルで高校野球を放送（375千円） 

 ファーマーズスクール就農コーチ謝礼（１５０千円） 

  肥育牛経営支援対策事業補助金（3,200千円） 

   市内の方が市内の子牛を購入したら 4万円補助 

  商工会支所統合補助金（500万円） 

  三重駅前周辺イベント補助（2,458千円） 夜市 2回 マルシェ イルミネーション 

 

7月 25日（金）18：30～20：30

市役所 2階 中央公民館調理室 参加料 200円 

転入者の皆さんと応援したい方でクッキングを

通して交流をします。郷土料理もします。 

エプロン・三角巾ご持参ください。 

＊主催：食生活推進協議会三重支部 

参加希望の方は、高野までご連絡ください。 

📞090-7299-2868 




